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当館が認知した主な犯罪の事例（７月～９月） 

 

以下は、当館が認知した特徴的な犯罪の手口です。 

※ 特に断りがない場合、実際に邦人の方が被害に遭った（若しくは未遂）事

例です。 

 

１．賃貸契約詐欺の被害 

【事例１】 

 約２週間前、情報掲示板サイトを通じて知り合った人物とアパートの賃貸契

約についてメールでやり取りを行った。契約手続の過程で、パスポート情報を提

供するとともに、保証金を送金した。しかし、引っ越し当日に契約先とされる住

所を訪れたところ、家主が現れず、案内されていたアパートも実在しないことが

判明した。 

 ※サイト等を通じて賃貸契約を結び、保証金や家賃を送金した後、家主と連絡

が途絶えたというケースが発生しています。また、日本人オーナーを装い犯行に

及んでいるケースも確認されています。 

 ※被害に遭わないためには、契約前に住居の内見や家主と直接会うこと、信頼

できる家主かどうかを慎重に見極めることが大切です。安易にお金を送金しな

いよう十分注意してください。 

 

２．盗難の被害 

【事例１】 

 ケルン市内を観光中、背中側にショルダーバッグを回していたところ、気がつ

いた際には、ショルダーバッグの外側ポケットのファスナーが開けられ、パスポ

ートを盗まれていた。 

 ※混雑した場所や観光名所では、気付かないうちにバッグのファスナーを開

けられるスリ被害が発生しています。 

※バッグを背中側に回した状態で携行せず、身体の前で管理しましょう。外側

ポケットに貴重品等を入れないことも重要です。 

 

【事例２】 

 Königsalle の通りに自転車を駐輪した際、見知らぬ人物から突然「お金が落



ちていますよ」と声を掛けられたため、その場でしゃがみ込んだ。その直後、共

犯者とみられる別の人物が、近くに駐輪された自転車を故意に倒したため、そち

らに気を取られてしまったところ、自身の自転車の荷台に置いていたリュック

サックを盗まれた。 

※犯人は「被害者の注意がそれた一瞬」を狙います。見知らぬ人から声を掛け

られたり、周囲でトラブルが発生したりした際は、荷物から目を離さず、貴重品

は常に身につけて管理しましょう。 

 

 


